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宮城県村田高等学校 

宮城県柴田郡村田町大字金谷１ 

http://murata-h.myswan.ne.jp 

本校は県より「地

域人財育成に係る 

教育機関連携事業」の指定を受け、遠藤和教諭（理科）が地域
連携活動をスタートさせました。本取り組みでは、村田町の豊
かな自然や農業を守るため、生物多様性に着目した指標生物の
調査・評価を行っています。生徒たちはフィールドワークを通
して、地域の実情を自らの目で確かめながら、環境や農業を取
り巻く課題について考えていきます。また、地域が抱えるさま
ざまな問題に対し、「高校生だからこそできること」をテーマ
に意見を出し合い、解決に向けた実践的な活動にも取り組んで
いきます。これらの活動を通して、地域資源の保全に貢献する
とともに、地域社会を支える次代の人材として成長していくこ
とを目指しています。 

本校では、髙橋朋教諭（商
業）と櫻井結理枝教諭（家 

庭）が協働で、「商品開発プロジェクト」を開始します。商業
科のマーケティングや企画力と、家庭科の製作・調理技術を
組み合わせ、生徒自身が価値ある商品づくりに挑戦します。
地域資源の活用や生活を豊かにするアイデアを形にしなが
ら、主体性や協働力を育成していきます。実践的な学びを通
じて、社会に通じる力の向上を目指します。今後の取り組み
にぜひご期待ください。 

商業科×家庭科コラボ企画 

〜高校生による商品開発プロジェクト始動〜 

 

実習場の環境改善と作業効率の向上を

目的に、5S 研修（整理・整頓・清掃・清

潔・習慣化）を実施しました。5S の実践 

により、安全で快適な作業環境づくりと作業の質の向上が期待
されます。2 年次では事例を通して災害防止の方法と 5S の重
要性を学び、ものづくりにおける基礎力を養いました。3 年次
では、実習場の 5S 点検や安全衛生点検 

の実施方法を学び、理解をさらに深めま 

した。今後も学んだ内容を生かし、安全 

意識の向上とより良い環境づくりに取り 

組んでいきます。 
今年度の主な取り組み 
〇地域の障害者支援施設見学 障害者支援施設の機能および役
割について理解を深める。また、重度身体障害のある方々の生
活実態や、施設で従事する多様な職種について学ぶ。 
〇3 年次における施設実習 社会福祉に関する知識を実際の業
務の現場で実践することで、社会福祉に携わる者として求めら
れる態度・技術・能力の育成を図る。 
〇仙台大学における介護ロボット・VR 体験 
 介護ロボットに関する基礎的な理解を深めるとともに、移動・
移乗支援に関する最新機器を体験する。また、VR 体験を通して、
介護を受ける側の身体的・精神的負担を理解する。さらに、対人
援助者としてのコミュニケーション能力を高め、QOL（生活の
質）向上に資する技術習得を目指す。 

 

がんばれ県総体！挑戦こそが力になる 

この一瞬が、一生の宝になる 

角田市総合体育館 
男子学校対抗代表決定戦 
１回戦 村田３－２大産川崎 
２回戦 村田０－３角田 

佐藤智 早坂 齋藤 佐藤遥 

 齋藤 遼翔 最後の大会 
地区総合学校対抗大河原川崎戦において

一番シングルスとして出場しました。最後
まで声を出して自分を励ましながらプレー
しました。その結果、仲間と協力し、３－０
で快勝することができました。これまで練
習してきた成果を十分に発揮することがで
き、いい試合にすることができました。 

快進撃！バドミントン 
佐々木愛來 ３回戦進出ベスト３２ 
男子シングル２回戦進出 

平間陽登 齋藤璃都 板橋琉聖 松井陽叶 
ダブルス２回戦進出 

男子：平間・板橋組 女子：佐々木・佐藤組 
 佐々木 愛來 ～最後の仙南～ 
 最後の仙南総体はでは、シングル３回戦敗退。ダ
ブルスは、１年生とペアを組むことができ、初戦敗
退という結果になりました。悔しさと楽しさが入り
交じり、試合後は涙が止まりませんでした。私にと
って最高の仙南総体となりました。 
 

ソフトテニス 
２回戦敗退  
菅野・小林 
小林 希斗 
私は仙南総体 

を終え、部活動 
で学んだことを振 
り返った。正しいラケットの
振り方や状況に応じた打ち
方、ミスを引きずらず切り替
える大切さを身につけ、技術
面と精神面の両方で成長でき
た。1 年生が加わり雰囲気も
明るくなった。今後は顧問の
先生や仲間と協力し、より良
いチームを目指して努力して
いきたい。 

山家 新史 初めての仙南総体 
団体は他校と合同で出場しました。２人しかおらず、確実に負けが決ま

っていましたが、全力で相手と試合をすることができて良かったです。 個
人戦の一回戦目は、勝ちました。二回戦目に中学校の時から何回も試合を
したことがある相手と戦いました。結果は負けてしまい、とても悔しかっ
たです。これからも練習を頑張ってもっと上位を目指したいです。 

バスケットボール仙南総体に参加して 湯田悠斗 
仙南総体では角田高校と名取北高校と対戦しま

した。県大会の予選もかねていたので、
県大会出場を目指して「あきらめな
い」「楽しむ」をテーマに全員で挑戦し
ました。２試合とも負けてしまいまし
たが、全員「笑顔」で終わることがで 

きました。応援してくれたみんなに感謝します。 柔 道 庄子桂豪 

空 手 

吉田瑠奈 

http://murata-h.myswan.ne.jp/
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クリスマスに向けた幼児食を作りました。
豆腐と鶏ひき肉で作ったミートボールとマッ
シュポテトをツリーに見立てたサラダです。
にんじんを星形に切るのは苦戦しましたが、
おいしくできあがりました。 

 

 

河北美術展に木彫作品を出品。制作活
動としては、1994 年にスペインでの石彫
制作が最後で、32 年ぶりです。木彫とし
ましては、大学時代以来で 37 年ぶりにな
ります。諸事情により制作活動を長い年
月封印してまいりましたが、最近は環境
が変わり、やっと制作活動を再開するこ
とが出来るようになりました。 
生徒の皆さんは、もし、やりたい事が

あるのなら、挑戦する。続けてみる。あ
るいは一旦出来なくても、また、始めて
みるというのも大事なことなのかなと思
います。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

良い経験になった 
  １年次 阿部 楓哉 
 僕たちは、宮城県山元町にあ
る「中浜小学校」へ防災学習に行
きました。そこでは、震災遺構を
見学しました。津波の怖さや、震
災直後の状況を知ることができ
ました。当時の映像を見て、一瞬
の判断が命に大きく関わるのだ
と強く感じました。これからは、
いつ震災が起きても対応できる
ように、できる備えをしっかり
していきたいと思います。 

１年次 櫻井 柚希 

今回の教室を通して、改めてインターネッ
トの世界の恐ろしさを実感しました。便利
で楽しい反面、使い方を誤ると大きな問題
に発展することもあると学びました。もし
ネットでトラブルに巻き込まれたときは、
一人で抱え込まず、できるだけ早く家族や
警察、先生に相談しようと思いました。 
 

着任して早２ヶ月が過ぎました。見事な
桜が咲いた４月。鳥のさえずりや若葉が風
に揺れて春の光をまとっている５月。６月
には校内に待望の自動販売機が設置され
ることになりました♪飲み物や軽食も用
意される予定で、暑い夏を迎える前にほっ
としています。校内には明るい声が響き渡
り、新学期がスタートしたことを実感する
日々。みんなそれぞれが少しずつ歩みを進
めながら、お互いに支え合い、おだやかで
楽しい学校生活を送ることができるよう、
心から願う毎日を過ごしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
会 長 大村莉々奈 

副会長 佐藤  凪 

庶務 加茂愛理 野崎愛莉 宇藤美咲 

会計 菅井愛莉 佐藤愛望 吉田望美 

令和８年度生徒会 

佐藤瑠香(会長) 

佐藤柚季（副会長） 

庄子桂豪（副会長） 

大沼優心（監査）東海林美衣奈（監査） 

髙橋蓮（監査）大野朋奏（会計）阿部歩夢（会計） 

髙瀬岳（会計）石井歌音（庶務）小野優奈（庶務） 

坂口優羽（庶務）我妻早梨奈（庶務）櫻井澪（庶務） 

前期生徒総会 

3 年次 岩原 芽生 

職業体験では、聞きたい企業
に多くの生徒が集まっていたた
め、体験希望していた３つの企
業の内１つ体験できませんでし
た。ですが、普段は聞くことが
できない企業の話を聞いて、こ
れまでになかった考え方や職業
観を知ることができ、こういう
のも良いなと思えて、有意義な
体験ができました。また、地域
の企業ならではの人との関り
方、地域の方の人柄、性格、企
業内の雰囲気の違いを感じら
れ、日常では得られない貴重な
体験ができて良かったです。 
   
   
  

 

家庭クラブ総会 

匿名なら身バレしない？  

児童ポルノ事件 闇バイト 

 
 
 
 
 

 今年度も朝読書の時間を活用し、全
校生徒へオンライン読み聞かせ「ふく
ろう便」をスタートしました。担当の
髙橋学校司書は、生徒が本に親しみ、
図書館へ足を運ぶきっかけとなれば
と願っています。今後は図書・放送委 

員とともに、生徒による読み聞かせも企画してい
く予定です。生徒の皆さん楽しみにしていてね！ 
【生徒の感想】 2 年次 佐藤 優聖 
 私は普段、小説などの本をあまり読まないた
め、今回の読み聞かせの時間はしっかり聞いてみ
ようと考えました。最初は、絵本は子ども向けな
のであまり期待していませんでした。しかし、読
み進めるうちにストーリーが広がり、高校生でも
十分に楽しめる内容だと感じました。 
今後の読み聞かせでは、自分が知っている作品

だけでなく、これまで聞いたことのない作品にも
積極的に触れ、楽しんでいきたいです。 
この経験を通して、読み聞かせによって本に興味
を持つ人が増えるのではないかと思います。 

３年次 吉田 実由 
障害者支援施設「ふぼう」 

に施設見学へ行きました。 
見学内容は、床走行リフ

ト体験と施設内見学でし
た。床走行リフト体験では、 

利用者さんの気持ちになって体験することがで
きました。また、介助者として声かけなどを工
夫し、利用者さんに安心していただくことが大
切であると学びました。 
施設内は、利用者さん 

の意見が反映されている 
ところが多くありま 
した。そのため、一人 
ひとりにしっかりと寄 
り添い、信頼関係を 
築いていくことが大 
切であると学びました。 

ふくろう便  


